
 

 

三
月
に
開
会
さ
れ
た
第
一
回
定
例

会
で
は
、
区
長
提
出
案
件
四
十
四
件
、

請
願
八
十
六
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
例
年
通
り
、
新
年
度
予
算
案

も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

み
な
と
か
が
や
き
は
、
ま
ず
冒
頭

の
代
表
質
問
で
区
長
の
区
政
運
営

へ
の
質
問
を
行
な
い
、
所
管
の
委
員

会
の
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に

つ
い
て
質
疑
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
要
旨
に
つ
き
ま
し
て
は
、

裏
面
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

整
理
・
縮
小
が
急
務
の 

区
役
所
の
仕
事 

  

区
役
所
で
は
、
か
ね
て
か
ら
の
私

た
ち
の
主
張
を
取
り
入
れ
る
か
た

ち
で
、
事
務
事
業
（
区
役
所
の
仕
事
）

を
自
己
評
価
す
る
作
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
そ
の
作
業
か
ら
、
港
区
の

行
政
の
事
業
が
一
八
二
六
に
の
ぼ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
定
例
会
前
に
私
た
ち
は
、

設
立
当
初
よ
り
示
し
て
い
る
行
政

改
革
の
理
念
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
独

自
に
そ
の
事
業
の
一
つ
一
つ
を
分

析
し
て
み
ま
し
た
。 

 

分
析
を
私
た
ち
の
立
場
か
ら
評
価

す
る
と
、
約
二
割
の
事
業
が
廃
止
・

縮
小
対
象
、
約
七
割
の
事
業
が
見
直

し
対
象
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。 

 

当
初
は
、
こ
の
検
証
に
基
づ
き
予

算
審
議
に
望
む
つ
も
り
で
し
た
が
、

時
間
切
れ
で
、
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
。 

 

し
か
し
、
今
回
の
分
析
作
業
に
よ

っ
て
、
私
た
ち
の
目
指
す
「
区
民
の

責
任
に
基
づ
く
自
立
し
た
区
政
」
実

現
に
は
、
メ
ス
を
入
れ
ね
ば
な
ら
な

い
事
業
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
こ
と
を

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。 

 
し
た
が
っ
て
、
今
後
、
詳
し
い
検

証
と
研
究
を
行
な
い
、
具
体
的
な
か

た
ち
で
区
民
の
み
な
さ
ん
の
前
に

お
示
し
し
な
が
ら
、
提
案
を
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

住
宅
を
建
て
る
こ
と
は 

本
来
の
仕
事
で
は
な
い 

  

こ
れ
は
従
来
通
り
の
主
張
で
、
今

定
例
会
に
お
い
て
も
、
本
会
議
・
予

算
審
議
の
場
で
明
確
に
示
し
ま
し

た
。
一
部
の
受
益
者
を
生
む
よ
う
な

施
策
は
極
力
廃
止
す
べ
き
で
す
。 

 

新
年
度
予
算
案
採
決
の
前
の
態
度

表
明
の
際
は
、
「
予
算
案
は
賛
成
す

る
が
、
直
接
住
宅
を
建
て
る
こ
と
に

か
か
わ
る
予
算
は
反
対
で
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
表
明
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
の
み
を
も

っ
て
、
区
民
生
活
に
か
か
わ
る
予
算

す
べ
て
を
否
と
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
や
む
な
く
賛
成
の
態
度
と
な
り

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。 

   

通
信
か
が
や
き 

み
な
と
か
が
や
き 

港
区
議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト 
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民
間
人
の
幹
部
職
員
へ
の
登
用 

《
質
問
》 

宮
城
県
で
は
、
民
間
の
女
性

が
幹
部
職
員
に
登
用
さ
れ
た
。
一
方
、

港
区
で
は
四
月
よ
り
、
政
策
経
営
部

を
新
設
し
、
区
政
運
営
に
経
営
の
理

念
を
採
り
入
れ
る
。
区
長
の
い
う
区

民
協
働
の
観
点
も
含
め
、
民
間
の
経

営
に
携
わ
っ
た
優
秀
な
人
材
を
登
用

し
、
区
政
の
活
性
化
を
図
る
べ
き
。 

 

《
答
弁
》 

こ
れ
ま
で
幅
広
い
観
点
か

ら
、
人
材
の
発
掘･

育
成
、
組
織
の
活

性
化
に
努
め
て
き
た
。
幹
部
職
員
の

民
間
か
ら
の
採
用
は
任
用
上
問
題
が

あ
り
、
現
段
階
で
は
困
難
で
あ
る
。 

 

《
意
見
》 

「
任
用
上
問
題
が
あ
る
」
と

い
う
の
は
誤
り
で
、
私
た
ち
の
調
査
に

よ
る
と
十
分
可
能
な
は
ず
。
あ
ら
た

め
て
、
導
入
を
求
め
て
い
き
た
い
。 

民
間
の
非
営
利
団
体
と
の
連
携 

《
質
問
》 

参
議
院
の
委
員
会
で
、
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
案
」
が
可
決
さ
れ
た
。
一
方
、

区
長
も
所
信
表
明
に
お
い
て
「
民
間
の

非
営
利
団
体
等
と
の
連
携
も
視
野
に

入
れ
」
と
述
べ
た
。
港
区
内
の
非
営
利

団
体
の
把
握
の
状
況
と
、
連
携
に
関

す
る
具
体
的
施
策
の
検
討
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 

《
答
弁
》 

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
民

間
の
非
営
利
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
行

政
の
役
割
を
見
直
す
中
で
区
民
と
の

協
働
関
係
を
確
立
す
る
に
は
、
そ
れ

ら
団
体
と
の
連
携
が
重
要
。
今
後
、

民
間
の
非
営
利
団
体
等
の
把
握
に
努

め
、
支
援･

連
携
に
努
力
す
る
。 

清
掃
事
業
は
民
間
委
託
す
べ
き 

《
質
問
》 

平
成
十
二
年
度
実
施
予
定

の
東
京
都
か
ら
の
清
掃
事
業
移
管
の

際
に
は
、
職
員
と
財
源
も
移
譲
さ
れ

る
。
し
か
し
、
東
京
都
の
方
法
を
踏

襲
す
る
だ
け
で
は
移
管
の
意
義
が
薄

ら
ぐ
。
移
管
後
の
清
掃･

リ
サ
イ
ク
ル

に
関
す
る
構
想
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

将
来
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
内
部

化
を
念
頭
に
、
財
政
へ
の
影
響
を
最

小
限
に
と
ど
め
、
官
は
民
の
補
完
と

の
理
念
に
立
脚
す
れ
ば
、
清
掃
事
業

は
ま
ず
、
民
間
委
託
す
べ
き
。 

 

《
答
弁
》 

既
存
の
指
針
を
も
と
に
、
清

掃･

リ
サ
イ
ク
ル
の
総
合
計
画
を
策

定
す
る
。
ま
た
、
清
掃
事
業
は
都
区

合
意
に
基
づ
き
、
現
行
の
直
営
体
制

の
ま
ま
移
管
さ
れ
る
。
一
方
、
資
源

回
収
に
つ
い
て
は
、
民
間
活
力
を
順
次

導
入
し
て
い
き
た
い
。 

 

《
意
見
》 

清
掃
事
業
は
あ
く
ま
で
、
行

政
が
税
金
と
職
員
を
使
っ
て
行
な
う

べ
き
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
私
た
ち

は
、
メ
ー
カ
ー
や
ゴ
ミ
を
捨
て
る
者
の

責
任
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
発
言
を
続
け
て
い
き
た
い
。 

学
校
警
備
の
委
託･

機
械
化
は
、

平
成
十
二
年
度
か
ら 

《
質
問
》 

平
成
十
二
年
度
の
退
職
者

か
ら
追
加
補
充
を
せ
ず
、
委
託･

機

械
化
を
導
入
す
る
と
明
言
す
べ
き
。 

 

《
答
弁
》 

学
校
警
備
は
、
退
職
職
員

を
不
補
充
と
し
、
非
常
勤
の
導
入
を

考
え
て
お
り
、
平
成
十
二
年
度
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。 

《
意
見
》 

よ
う
や
く
日
程
が
明
示
さ

れ
た
。
よ
り
効
率
化
が
図
れ
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。 

学
校
施
設
を
有
効
活
用
し
、 

子
供
た
ち
の
遊
び
場
を 

《
質
問
》 

世
田
谷
区
で
は
、
児
童
の
放

課
後
対
策
と
し
て
、
学
校
施
設
を
利

用
し
た
新
し
い
か
た
ち
の
遊
び
場
開

放
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
児

童
館
の
学
童
ク
ラ
ブ
が
そ
の
役
割
を

担
っ
て
き
た
が
、
子
供
た
ち
の
た
め
の

学
校
と
い
う
施
設
を
活
用
し
な
い
手

は
な
い
。
教
育
と
児
童
福
祉
と
い
う

役
所
の
縦
割
り
を
超
え
、
子
供
本
位

で
考
え
る
べ
き
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
童

ク
ラ
ブ
中
心
の
児
童
館
の
役
割
を
見

直
し
、
統
廃
合･

再
配
置
も
で
き
る
。 

 

《
答
弁
》 

今
後
、
児
童
館
機
能
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
施
設
の
統
廃
合
を

進
め
る
。
ま
た
、
児
童
館
の
利
用
が

学
童
ク
ラ
ブ
入
会
児
童
に
偏
り
が
ち

で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
る
。
学
童
ク

ラ
ブ
に
つ
い
て
、
学
校
の
空
き
教
室
の

活
用
も
含
め
、
教
育
委
員
会
と
協
議

し
、
検
討
し
て
い
く
。 

区
政
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を 

検
討
す
べ
き 

《
質
問
》 

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と
は
、

「
組
織
の
す
べ
て
の
業
務
を
見
直
し
、

効
率･

コ
ス
ト･

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
面
か

ら
、
自
ら
や
る
こ
と
と
外
部
の
人
材･

組
織
を
活
用
す
べ
き
こ
と
と
を
見
極

め
、
外
部
に
出
せ
る
業
務
は
徹
底
的

に
外
部
の
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
」

で
あ
る
。
単
な
る
外
注
で
は
な
い
。
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
鈴
木
会

長
は
、
「
出
張
で
飛
行
機
を
利
用
す

る
か
ら
と
い
っ
て
、
会
社
で
飛
行
機
を

買
お
う
と
い
う
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
で
は
、
な
ぜ
、
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
買
う
必
要
が
あ
る
の
か
」
と
お
っ
し

ゃ
る
そ
う
で
あ
る
。 

 

《
答
弁
》 

情
報
処
理
要
員
の
育
成
に

も
限
界
が
あ
る
。
行
政
の
生
命
線
で

あ
る
個
人
情
報
の
保
護
を
確
保
で
き

る
範
囲
内
で
、
人
材
活
用
策
と
し
て

検
討
す
る
。 

 

《
意
見
》 

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
本
質

が
伝
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
今

後
、
具
体
例
を
明
示
し
な
が
ら
、
そ

の
有
効
性
を
示
し
て
い
き
た
い
。 

 

こ
れ
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
基
本
理
念
を

区
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
努
力
し
て

い
ま
す
。
ご
関
心
の
ご
ざ
い
ま
す
方

は
、
お
気
軽
に
お
近
く
の
議
員
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う

な
質
問
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

行
政
改
革
の
成
果
を
、
区
民
税

の
軽
減
に
よ
っ
て
還
元
せ
よ 

  

行
政
の
文
書
管
理
を
Ｏ
Ａ
化
し
、

ペ
ー
パ
レ
ス
を
進
め
、
環
境
に
配

慮
す
べ
き 

  

緑
化
対
策
は
本
来
的
に
行
政
が

行
な
う
べ
き
な
の
か 

  

基
本
計
画
の
改
定
に
あ
わ
せ
、

小
中
学
校
の
適
正
配
置
計
画
を

進
め
る
べ
き 

な
ど
で
す
。 

港
区
議
会
第
一
回
定
例
会 

み
な
と
か
が
や
き
の
質
疑
よ
り 

本
会
議
代
表
質
問･

予
算
特
別
委
員
会 

区立幼稚園再配置問題、ようやく前進 

従来のかがやきの主張が反映される 

港区内には区立幼稚園が２０園あります。その中で、４歳児の園児数２０名未満の

園が１６園、１０名未満の園は８園あります。平成元年の審議会答申では、望ましい

幼稚園の規模として「１クラス２０名の複式」が示されていたにもかかわらず、これま

で教育委員会は何の対応もしてきませんでした。みなとかがやきは設立時より、私

立幼稚園との役割分担の視点も含め、区立幼稚園の配置を一旦白紙に戻して、大

胆に削減する計画をたてるべきとの見解を明らかにして参りました。また、懸案の３

年保育導入は、その計画を前提とすべきとも主張してきました。 
去る５月２５日の区民文教委員会で、教育委員会は、これら私たちの主張をほぼ取

り入れるかたちで、区立幼稚園の再配置計画案を作成することを明らかにしまし

た。みなとかがやきとしては、今後の展開を見守り、具体案に対して意見していくと

同時に、よりよい幼稚園環境の構築に向けて、さらに努力して参ります。 
今後ともみなさまのご意見を頂ければ幸いです。 

かがやきコラム 

お役所ことば 
政治家のことばに対しての信頼が、近年低下しつつあります。政治家が

発言するたびに株価が下がり、株式市場は全く政治家を信用していませ

ん。「言語明瞭、意味不明瞭」といわれた総理大臣もいましたが、ことばで

しか自らの意思を国民に伝えられない以上、政治家は自ら発することば

に責任を負うという原点に戻らねばなりません。 
一方、いわゆる「お役所ことば」に対しても、批判が高まっています。私た

ちは、議会で質問し、その答弁を求めるたびに、「できるものはできる、で

きないものはできない、とはっきり答えてほしい」と言いつづけています。 
「検討する」ということばが、本来やらないつもりだが、あからさまに蹴飛ば

すのも控えたい場合に持ち出す「隠れ否定動詞」であることをご存知の区

民のみなさまも多いと思います。「平均的な勤労者の良質な住宅確保は

困難な状況にある」という言い回しを、「普通のサラリーマンは家を買えな

い」に変えるだけでも、区民と区政の距離は近づきます。 
港区では、昨年１０月に、「分かりやすく親しみのある文章表現」のための

手引きを作成し、職員に配布しています。副題は、「区役所と区民の距離

を短くするために」となっています。はからずも、職員自らの表現と区民と

の間に距離があることを認めた格好です。 
みなとかがやきでは、「お役所ことば」の追放が区民本位の区政実現の端

緒になると信じ、今後も活動して参ります。 
（担当：湯原信一） 

お え ら が た  

参考図書「政・官・財の国語塾」 イアン・アーシー著、中央公論社 
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